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春

遊
休
農
地
に
関
す
る
流
れ
に
つ
い
て

１　

利
用
状
況
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　
　

農
業
委
員
会
で
は
８
月
頃
に
「
利
用
状
況
調
査
」
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

①
１
年
以
上
耕
作
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
今
後
も
耕
作
さ

れ
る
見
込
み
が
な
い
農
地

　

②
周
辺
の
農
地
と
比
較
し
て
利
用
の
程
度
が
著
し
く
劣
っ
て

い
る
農
地
を
「
遊
休
農
地
」
と
判
定
し
ま
す
。

２　

利
用
意
向
調
査

　
　

農
業
委
員
会
か
ら
11
月
末
ま
で
に
「
遊
休
農
地
」
と
判
定

さ
た
農
地
を
対
象
に
所
有
者
の
方
に
「
利
用
意
向
調
査
票
」

を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　
　

翌
年
１
月
末
を
期
限
と
し
て
農
業
委
員
会
へ
返
送
下
さ
い
。

３　

関
係
機
関
へ
の
通
知

　
　

農
地
中
間
管
理
機
構
、
農
地
利
用
円
滑
化
団
体
（
農
協
）

へ
貸
し
付
け
る
意
向
の
あ
っ
た
農
地
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
へ

通
知
い
た
し
ま
す
。

　
　

関
係
機
関
で
は
対
象
農
地
の
借
受
を
希
望
す
る
農
業
者
の

有
無
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

４　

自
分
で
耕
作
、
売
買
、
貸
し
借
り
を
す
る
と
回
答
い
た
だ

い
た
農
地
は
次
回
の
「
利
用
状
況
調
査
」
で
耕
作
さ
れ
て
い

る
か
「
確
認
調
査
」
を
い
た
し
ま
す
。

５
「
確
認
調
査
」
で
も
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
会
か
ら
所
有
者
に
「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
と
の

協
議
を
勧
告
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

注　

平
成
28
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
で
は
農
地
保
有
に
係
る
課
税

の
強
化
・
軽
減
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
遊
休
農
地
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
評
価
方
法
の
変
更
が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。



２２２

農
業
委
員
会

　
　

（
業
務
の
重
点
化
）

　

平
成
28
年
４
月
１
日
の
農
業
委
員
会

法
の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
業

務
と
し
て
、
農
地
法
の
係
る
許
認
可
だ

け
で
は
な
く
、
農
地
の
利
用
の
適
格
化

の
推
進
と
し
て

・
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集

　

約
化

・
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消

・
新
規
参
入
の
促
進

が
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
業
務
と
な

り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
は
よ
り
農
業
者
と
密
着

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　平成26年から能登島観光協会青年部の主催で、
「能登島の豊かな暮らしを次世代に継承する」こと
を目的に、能登島の暮らしを体験するプログラム
を始めました。題して「うれし！たのし！島流し～都
会を忘れる強制田舎暮らし～」です。
　その体験のひとつとして昔ながらの田植えを「と
ことん泥まみれ刑」と題して「島流し農園」で行い
ました。
　この「島流し農園」は猪が入り耕作放棄地になり
そうになったところを、体験型の農園として活用し
ています。
　このように、色々な体験活動の発信をしていたと
ころ、酒造メーカーの社長から「能登島産の米で
お酒を造らないか」と声がかかりました。
　青年部で話し合いの結果「能登島のお酒を造ろ
う」と一致団結。

　そこからは地元の農業者で趣旨をわかっていた
だける方を探したところ、６組の方が協力してくだ
さることになり、作付け面積が全部で７反部になり
ました。
　後は酒造メーカーさんとの打合せ、完成までの
スケジュールを決め、今、田植えが始まろうとして
います。
　まずは、能登島でとれた酒米で作ったお酒で「祭
り」「行事」で乾杯ができればと思っています。
２月のお酒の出来栄えが今から本当に楽しみです。
　今後、能登島内の耕作放棄地を少しでも解消す
ることや、これ以上増やさないことを考えながら一
人でも多くの農業者や地域のみなさんと一緒に酒
米作りを行い、その田で、酒米を収穫し、お酒の本
数を増やし、「特産品　能登島の酒」として、もっと
もっとたくさんの方々に能登島のお酒で乾杯をし
ていただければと思っています。



３

恵
那
市
農
業
委
員
会
視
察

恵
那
市
農
業
委
員
会
視
察

恵
那
市
農
業
委
員
会
視
察

女
性
農
業
委
員
の
食
育
活
動

農業委員会申請事務処理状況
平成２７年１月～１２月末現在

件数区　　　　　分

計

田 畑
面　積（㎡）

樹園地 計
農地法第３条（所有権及び利用権）
農業経営基盤強化法（利用権）
農地法第４条（農地転用）
農地法第５条（権利移動の伴う農地転用）
農地法第１８条（利用権解約）

49 
453 
11 
52 
115 

72,024 
1,845,627 

7,756 
27,438 
307,324 
2,260,169 

14,300 
156,953 

724 
5,642 
37,955 
215,574 

0 
0 
0 
0 
0 
0 

86,324 
2,002,580 

8,480 
33,080 
345,279 
2,475,743 

　

１
月
28
日　

岐
阜
県
恵
那
市
農
業
委
員
会
30
名
が
視
察
に
来
ま

し
た
。恵
那
市
は
岐
阜
県
の
南
東
部
に
位
置
し
長
野
県
と
愛
知
県
に

隣
接
し
、人
口
や
農
地
面
積
、農
家
数
は
七
尾
市
と
同
規
模
で
す
。視

察
内
容
は
耕
作
放
棄
地
対
策
、広
報
活
動
、女
性
農
業
委
員
活
動
に

つ
い
て
七
尾
市
の
状
況
を
知
り
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。恵
那
市
で

は
こ
の
１
月
に「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」を
創
刊
し
、そ
の
第
１
号
の

編
集
を
女
性
委
員
５
名
が
行
っ
た
こ
と
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

七
尾
市
か
ら
は
能
登
島
で
実
施
し
た「
耕
作
放
棄
地
対
策
事
業
」

や「
農
業
だ
よ
り
の
編
集
方
針
」「
食
育
活
動
」や「
農
業
の
Ｐ
Ｒ
活

動
」に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
か
ら
は
食
育
活
動
に
つ
い
て
、男
性
委
員
の
協
力
に
よ

り
無
事
行
事
が
終
え
ら
れ
た
こ
と
、委
員
が
協
力
し
あ
う
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
委
員
会
が
抱
え
る
悩
み
や
課
題
等
に
つ
い
て
熱

心
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、当
初
予
定
し
た
時
間
を
１
時
間
あ
ま
り

超
過
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
農
業
委
員
が

今
年
も
昨
年
に
引
き

続
き
西
湊
保
育
園
で

古
代
米
の
餅
つ
き
大
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

も
ち
米
や
古
代
米

は
委
員
仲
間
か
ら
寄

付
を
受
け
、
当
日
は

男
性
委
員
の
福
田
会

長
、
山
田
委
員
、
高

森
委
員
が
園
児
と
一
緒

に
餅
を
つ
き
ま
し
た
。

子
供
用
の
杵
は
好
評

で
、僕
も
私
も
と
、次
々

に
餅
を
つ
き
あ
げ
ま
し

た
。
女
性
委
員
が
あ

ん
こ
や
き
な
こ
で
味
付

け
を
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
と
一
緒
に
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。



編集後記編集後記編集後記

４

　４月１日から新しく農業委員会法が改正、施
行され、農業委員会の活動の重点は「農地利
用の最適化を強力に進める」ということが明確
化されました。
　新しい法のもと、心新たに業務の推進をして
いきたいと思います。

事務局からのお知らせ事務局からのお知らせ事務局からのお知らせ
　４月の人事異動で農業委員会に青木晴美
と新田誠が配属されました。
　これから皆様のお役にたてるよう一生懸
命頑張りますのでご指導・ご鞭撻の程よろ
しくお願いします。

経営と暮らしに役立つ情報がいっぱいの農業専門誌

※発行日　毎週金曜日
※購読料　一ケ月700円
　　　　　年額8,400円

お問い合わせ、お申込みは農業委員会へ　
☎ ５３－８４４０　　FAX ５2－７７６５

全国農業新聞を
購読しましょう！

農業者のための年金

水稲作一般の農作業受託料金水稲作一般の農作業受託料金水稲作一般の農作業受託料金

七尾市賃借料情報七尾市賃借料情報七尾市賃借料情報

田（水稲）の部

作業別

育苗（稚苗）

耕起から代かきまで

機械田植え（苗代別）

機械刈取（コンバイン）

刈取から乾燥・調整まで

9,600 

16,700 

7,800 

20,100 

34,900 

8,500 

16,400 

8,500 

21,100 

35,100 

10,600 

16,900 

7,000 

19,000 

34,700 

8,700 

15,800 

8,000 

20,300 

32,800 

8,300 

15,000 

8,600 

20,900 

30,100 

9,200 

16,700 

7,400 

19,400 

34,900 

個人農家

県 加賀 能登

生産組織等

県 加賀 能登

単位：円／10当たり

※平成２８年３月石川県農業会議所資料抜粋

地域名

旧七尾市

旧田鶴浜町

旧中島町

旧能登島町

5,000 

5,000 

5,800 

5,100 

10,000 

7,000 

10,000 

5,800 

1,000 

4,000 

1,000 

5,000 

782 

428 

1,563 

29 

平均値 最高額 最低額 データ数

単位：円（数） 畑の部
地域名

旧七尾市

旧田鶴浜町

旧中島町

旧能登島町

5,000 

5,000 

2,100 

5,000 

5,000 

5,000 

8,000 

5,800 

5,000 

3,000 

2,000 

5,000 

4 

4 

217 

61 

平均値 最高額 最低額 データ数

単位：円（数）

※１　農振農用地（青地）及び農振農用地外（白地）を合わせたデータです。
※２　物納支給（水稲）としている場合は、玄米６０kg当たり１０,０００円に換算しています。
※３　金額は算出結果を四捨五入し１００円単位としています。
※４　賃借料金の発生していないもの７６筆、１６,３７１㎡は含まれておりません。

　平成２７年１月から１２月までに締結（公告）された賃借料水準（１０ａ当たり）は下記のとおりと
なっております。

に加入しましょう！

農業者年金農業者年金

島本編集委員長


